
- 1 -

鹿児島市立星峯西小学校 PTA
１ PTA及び学校の概要

本校は，今年で創立４３周年を迎え，児童数 547
名，学級数 24学級，教職員数 33名，PTA戸数 417
戸からなる学校で，校訓は「かしこく，なかよ

く，たくましく」である。

令和３年４月から「学校，家庭，地域が連携

し，『生きる力』を育む PTA 活動」という研究テ
ーマの下，学校と家庭が子どもたちが抱える教

育課題を共有化し，一体となって組織的に取り

組む PTA 活動のあり方についての研究に取り組
んできた。家庭教育力アップ共通実践事項の取

組について紹介したい。

２ 研究の概要

(1) 研究テーマ及び研究テーマ設定の理由

本校では，鹿児島市 PTA 連合会の努力目標である「生涯教育の観点に立ち、活力ある健全な
児童・生徒を育成するため、家庭・学校・地域との緊密な連携を図りながら、共に学び実践するPTAを目

指す。」を受けて，本校区・地域の課題， PTA の課題，学校の課題を基に「学校，家庭，地域が連携し
『生きる力』を育む PTA 活動」。サブテーマ「星峯西小学校家庭教育力アップ共通実践事項の取組」と
いう研究テーマを設定して令和３年度 7月から取り組んできた。

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動

～家庭教育力アップPTA共通実践事項の取組～
(2) 研究内容及び研究方法

私たちは，左下の図１に示したように「生きる力」を育むためには，子どもを取り巻く学

校，家庭，地域が足並みを揃えながら互いに連携し合って子どもに関わっていくことが大切

であると考えた。「生きる力」とは，知の側面である「確かな学力」と徳の側面である「豊

かな人間性」と体の側面である「健康・体力」からなるものである。右下図２のように本校

の校訓「かしこく，なかよく，たくましく」とも対応していて，学校経営方針とも合致して

いる。これらの資質・能力を育むために，PTAの取組として「PTA共通実践事項」を設定し，
あいさつ運動（家庭，近所），一家庭一家訓，ノーメディアタイム，読書活動（うち読），早

寝・早起き・朝ご飯の５つの取組を学校や地域と連携し全家庭が一体となって取り組んでい

こうと考えた。
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家庭教育力アップ共通実践事項を取り組むに当たっては，右下図３に示されたように、学

校と家庭が連携して取り組むようにした。具体的には、これらの取組を右下図４のように PTA
専門部・学級 PTA・地域あいご会、おやじの会などの PTA組織と学校の組織で分担するが，こ
れまで取り組んできたことに新たに加えて取り組むのではなく、従前の活動を可能な限り活か

して行くようにするとともに、前期・後期の年２回、Google フォームを活用したアンケート調
査を行いながら取組状況を把握することで業務負担の軽減や業務の効率化を図りながら、アン

ケート結果を基に取組状況の変容を見取ることにした。

３ 研究の実際

(1) 星峯西小学校「家庭教育力アップ共通実践事項」の具体的な取組

① あいさつ運動（家族・近所）

本校では，「相手を見て明るい笑顔で語先後

礼をしよう」を掲げて児童会で「あいさつ運

動」に取り組んでいるが，PTA としても「あ
いさつ運動」を設定し，家庭での家族同士の

あいさつや近所の方へのあいさつに取り組む

ようにした。保護者が輪番制で正門に立ち，

あいさつと声かけを行うとともに、地域あい

ご会が交通安全指導を行っているので，それ

と合わせて登校する子どもたちへあいさつ・

声かけを行うようにした。おやじの会も毎月

第２土曜日には通学路点検と正門裏門でのあ

いさつ運動に参加している。

図３ 図４
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② 一家庭一家訓

「一家庭一家訓」とは，子どもに手伝いなど

の役割を与えて取り組ませたり，家族全員が守

るルールを作って取り組んだりする取組である。

家訓といえば大げさに聞こえるが，「子どもが

毎日継続して取り組めること，日々の取組を評

価しやすいもの」に留意して設定するようにし

た。家族の一員としての自覚と家庭での基本的

な生活習慣の確立を目指している。家族内での

話し合いをして各家庭で決めたことが守れるよ

うに，居間等の家族が集まるところに共通実践

事項の用紙を掲示するようにして継続した取組

ができるようにしている。

③ ノーメディアタイム

本校では，学校からの提案により、

令和３年７月から新たに「ノーメディ

アタイム」という取組をスタートさせ

た。PTA 保健体育部でも「チャレンジ
メディアコントロール」のアンケート

調査を夏休み中に呼びかけてアンケー

ト調査を行ってきた。期間が夏休みに

限定されることもあり、毎日の家庭生

活の中で継続的に取り組めるようにす

るために、令和５年度から小学校だけ

の取組（８月実施）を中学校の期末テ

スト（６月実施）に重ね合わせてアン

ケート調査を行うように変更した。

学校では，令和３年４月から子ども

たちの家庭学習の内容をより充実させる

ための方策として，右図のように各学年

の家庭学習目安時間を決めて家庭学習の習慣化を目的に取り組んできた。全学年に自作の

「家庭学習ノート」（漢字・日記・宅習）を導入して取り組んできた。学年が上がるにつ

れて習い事などに通っている子どもの割合が高くなり，短時間でも家庭学習の質と量の確

保を図る上でも学校と家庭が連携した取組は今後とも欠かせない。

【星峯西小学校家庭学習目安時間】

学年× 10＋ 20分
1年:30分、2年:40分、3年:50分
4年:60分、5年:70分、6年:80分
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④ 読書活動（うち読）

家庭では、ノーメディアタイムの時

間を有効に活用して読書活動にも取

り組んできた。具体的は家庭での保

護者による音読カードの見届け，家

庭内での読み聞かせ活動などに取り

組んできた。また，学校では，地域

読書ボランティアグループによる読

み聞かせの活動を長年にわたって行

っている。これまで学校でも低中高

学年ごとに年間目標冊数を設定して

取り組んできているが，この３年間

はコロナ禍により図書の貸出ができ

ない状況もあり、目標冊数を達成で

きない子どもが多かった。徐々に学

校図書の貸出も再開されて、子ども

たちの読書冊数もほぼ目標冊数に達

するようになってきた。

⑤ 早寝・早起き・朝ご飯

子どもたちの生活リズムや基本的な生活習慣

を規則正しくするために「早寝・早起き・朝ご

飯」の取組を行ってきた。学校からは、左図の

ように子どもたちが帰宅してからの基本的な生

活スケジュールについて例示があり、保護者が

子どもにどのタイミングで声をかければよいの

か具体的に示された。PTA 保健体育部では、下
の写真のようにコロナ禍の中ではあったが、学

校医や学校薬剤師からの感染予防策の講演を聞

いたり、栄養教諭から学校給食における栄養バ

ランスの重要性についての話を聞く機会をつく

り、各家庭に情報発信するように努めてきた。
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(2) コロナ禍における実践化へ向けての具体的な取組

① PTA役員会及び評議委員会役員会

左図は，家庭教育力アップ共通実

践事項を推進していく際に PTA 役員
会をもち，その中で学校としての考

えや保護者としての考えを出し合い

ながらよりよい案をつくった上で、

具体的にどのように進めていくかを

示したものである。PTA執行部役員，
専門部長，学級委員長がそれぞれの

役割，取組内容，スケジュール等を

確認し，全保護者には学校 HP や星西
メールを活用して周知するようにし

て進めていった。本校では PTA 活動
を前期・後期の２期制で進めてきて

おり、年３回学級 PTA を設定するよ
うにして，保護者全体に定期的に広

報を行いながら共通理解を図り，共

通実践を行うようにしてきた。コロ

ナ禍でなければ、参集して話合い活

動を行いながら進めていくはずであ

ったが、学級 PTA がコロナ禍により
中止となったため、学校と家庭を繋

ぐデジタル通信システムを有効に活

用して周知・広報、取組状況のアン

ケート把握、集計、結果のフィード

バックを行ってきた。

② 取組意識を高め，継続的な取組を推進するための手立て

ア 共通実践事項の説明と取組結果のフィードバック

本校では令和３，４年度

のコロナ期間中は第１回学

級 PTA が開催できなかっ
たため、学校 HP に資料を
掲載しての呼びかけで広報

してきたが、昨年度の後期

からは学級 PTA を開催で
きるようになり、学級役員

が中心となって取組結果の

報告や呼びかけを行えるよ

うになった。右の写真は昨

年度最後の学級 PTA で学
級役員がアンケート結果の

報告をしている様子であ

る。
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イ 情報交換を深める少人数による話し合い活動（ワークショップ型の協議）

左の写真は，今年度９月の学級 PTA での
話し合い活動の様子である。５，６人の小

グループをつくり，保護者一人一人が前期

の各家庭での取組について振り返りながら

話し合えるようにした。各家庭の取組状況

（うまくいったことや困っていることなど）

を互いに出し合うことで情報交換が図られ，

担任からは今後どうしていけばよいか助言

をもらうことができるなど，大変有意義な

話し合い活動ができた。毎学期，このよう

な少人数による話し合い活動を行うことで

次第に全保護者が一体となって取り組む雰

囲気がつくられてきた。

ウ 取組状況の把握・分析と広報活動

本校では，保護者からの学校評価を取るタイミングと合わせて家庭教育力アップ共通

実践事項の取組状況を把握するようにしている。学校が Google フォームを活用してアン
ケート調査を行っているので、そのタイミングで集約してくださっている。保護者の意

識調査や家庭での取組状況をアンケートを基に集約し，学校側で集計作業，結果分析等

を行い，その結果を学校 HP に掲載し，全家庭に広報するようにしていただいているの
で、PTA役員の業務負担の軽減や簡素化に繋がっている。
アンケート調査を継続的に行うことで，課題が明確になり，その課題解決のための改

善策を考えることにつながった。

エ 課題解決のための改善策

私たちは，これまでの取組状況をアンケート調査によって定期的，継続的に集約して

きたが，このことによって取組状況が数値化されて分かり易くなり，そこから課題点を

明確にすることができた。課題点がはっきりとすれば，次にどのように課題を解決すれ

ばよいかも明らかになる。集約されたデータは，次の学級 PTA での説明資料としても活
用することができた。下図は、令和３年度から PTA が取り入れてきた学校と家庭のデジ
タル通信システムを活用した取組である。様々な業務がデジタル化されることにより、

業務の効率化、簡素化を進めてきた。

次ページに掲載されたグラフは，令和３年度後期からの共通実践事項に係るグラフであ

る。

学期末の学級ＰＴＡで行った少人数による話し合い活動の様子

情報交換を深める少人数の話し合い活動

うちではこんな
ふうに取り組ん
だらうまくいきま
したよ。

なるほど！
今度うちで
もやってみ
よう！

先生，こんな時は
どうすればよい
ですか？

学期に取り組んだ成果や課題を学級PTAで話し合うようにする。５，６人の小
グループによる話し合い活動を設定したことで，各家庭での様子を一人ずつ出し
合い，中身のある情報交換をする。（ワークショップ型の協議）
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４ 研究の成果と課題

私たちは，これまで２年５か月間にわたり，「生きる力」の育成を目指して５つの共通実

践事項に取り組んできた。コロナの影響もあり様々な行事が計画通りに進まず、取組はまだ

道半ばではあるが，星峯西小学校の子どもたちは良い方向に確実に変わってきている。

学校が変わり，保護者が変わり，学校と家庭，地域が一体となった取組をしたからこそ，

子どもたちが変わってきたと言える。

この withcoronaの３年間で PTA活動自体も大きく変わってきた３年間であった。特に学校
進めている「教育の情報化」「エドテック」の取組によって PTA 活動はデジタル化が進んで
きたと考える。子どもたちが一人１台のタブレットを１年生から使い始めており、すべての

学級で日常的にタブレット端末を有効に活用した授業や補充指導、家庭学習が行われている。

そんな中で保護者もデジタル化に対応した保護者としての学びも必要であると考える。また、

これまで人手をかけて行ってきた作業等もデジタル化できるところは随時改善してきている

が、更に効率化できるところはないか吟味検討していきたいと考える。

今後とも子どもたちのよりよい成長に向けて学校，家庭，地域がより一層連携して取り組

んでいきたい。

【デジタル化され効率化された取組】


